
達成目標 課題を解決する取組概要 2025年度の活動指標 実績 部会評価 評価理由 企画運営委

県内進学率50％
県内就職率55％
単位互換及び共同開設科
目数150科目

（取組①）進学ガイダンスセミナー
加盟教育機関による進学説明会及び相談会等を開催する。セ
ミナーの内容に関しては、参加した高校生、高校関係者等の
意見も参考にしつつ、興味をもって参加してもらえる内容と
する。また、加盟高等教育機関のオープンキャンパス日程等
の情報を共有し、一元的に発信する。

（取組①の活動指標）
参加者数　400人

東海大学熊本キャンパスで実施（6/8）
模擬授業　22講座開設
進学相談コーナー　12機関
参加者　418名

Ａ
活動指標を上回る参加者が
あったため

（取組②）学生交流推進事業
加盟高等教育機関の学生で構成する学生企画委員会を設置
し、学生自身による企画を立案・運営を通じ、他機関の学生
との交流を図るとともに、外国人留学生との交流を図る。

（取組②の活動指標）
実施件数3件

3件計画3件実施
①学生企画委員交流会及び学生交流推進委員（教職員）との
　顔合わせ会　学生34名　推進委員6名
②体育大会　学生39名
③バスツアー 学生34名

Ａ
活動指標と同数の事業を実
施したため

（取組③）ＦＤ・ＳＤ
第１期に引き続き、加盟機関の教職員の資質向上を目的とし
て、FD・ＳＤを実施する。階級別研修（新規採用職員、中堅
職員、管理職等）のほか、業務種別ごとに担当者の情報交換
の場としての交流会も開催する。
また、多機関の構成員が参加できるようなFDについても適宜
開催する。

（取組③の活動指標）
実施件数5件

5件実施
・管理職研修
　 8/26～27　10機関　17名（熊本学園大学）
・中堅職員研修
　 9/4　　　  8機関　17名（熊本保健科学大学）
・中堅職員フォローアップ研修
　 9/5　  　　8機関　13名（熊本保健科学大学）
・交流会（学生対応）
　 7/2　　　8機関　18名（熊本県立大学）
・交流会（自己点検・評価）
  10/22　　　7機関　10名（熊本県立技術短期大学校）

Ａ
活動指標と同数の研修、交
流会を開催したため

（取組④）障がい学生支援連携事業
障がいのある学生への合理的配慮を含む支援の在り方につい
て、実務担当者が定期的に情報交換、情報共有ができるよう
協議会や勉強会を開催して連携を強める。

（取組④の活動指標）
実施件数3件

3件実施
①意見交換会    7/25　 12機関　15名
②講演会 　　  12/23   10機関　18名
③意見交換会　　3/17

Ａ
活動指標と同数の意見交換
会、講演会を開催したため

県内就職率55％(再掲)
産学官連携企画本数
１回／年
加盟機関における共同・
受託研究受入件数（共同
研究600件、受託研究450
件）

（取組①）インターンシップ連携事業
第１期に引き続き、熊本県内の高等教育機関の学生が、熊本
県内の企業・自治体当の事業所で就業体験を実施することに
より、地域経済や企業活動への理解を深め就職意識の醸成目
的とする。また、５日以上の汎用的能力インターンシップや
２週間以上の専門型インターンシップについても学生の参加
を目指す。

（取組①の活動指標）
夏季インターンシップ・
プログラム参加者数
200人

オンライン／対面／併用
・夏季　8／9～9／15
　　受入受諾事業所数　62社（665人）
　　受入企業等数　    42社
　　派遣実習生数    　231名
・春季　2／16～3／19(予定)
　　受入受諾事業所数　33社（261人）
　　受入企業等数　　  19社
　　派遣実習生数　    39人（予定）

Ａ
活動指標を上回る参加者数
があったため

（取組②）産学官連携を推進するための組織の設置
大学コンソーシアム熊本における産学官連携を推進するた
め、加盟教育機関、自治体（熊本県・熊本市）及び賛助会
員・協賛会員を含む産業界が参画する実働組織を2024年度中
に整備し、計画期間における活動方針、活動指標等を決定す
る。

（取組②の活動指標）
－

産学官連携推進委員会を令和７年度に設置 Ａ
地域創造部会の下に委員会
を設置したため

（取組③）共同研究・受託研究に関する協議会の開催
加盟教育機関と熊本県・熊本市などの自治体とで、熊本県の
教育政策とコンソーシアムの事業との整合性や共同の取組み
について協議する。地域に必要な人材像や地域の課題につい
て認識を共有する。

（取組③の活動指標）
共同研究558件
受託研究387件

産学官連携推進委員会において、共同研究・受託研究の各年度達成
目標数値を策定
令和7年4月～令和8年3月の実績 → 共同研究596件
　　　　　　　　　　　　　　　　受託研究409件

Ａ
活動指標を上回る件数と
なったため

（取組④）産学官交流事業
自治体、産業界とも連携し、加盟教育機関のシーズを活用し
た企業とのマッチングや産業界と高等教育機関との交流（教
職員・学生）を推進する。

（取組④の活動指標）
事業数　１件

①各機関の産学官連携活動（主に民間企業等との共同研究）の活性
化を目的として、初年度は、産学連携実績が豊富な機関から、産学
官連携の規則および取組事例などを、産学官連携推進委員会委員だ
けでなく、コンソ加盟機関の職員も対象として紹介する企画（勉強
会）を、２月２０日（金）に実施（オンライン開催）
②大学コンソーシアム熊本のホームページに、各機関の産学官連携
窓口情報を掲載

Ａ
活動指標と同数の事業を実
施したため

単位互換及び共同開設科
目数150科目(再掲)
社会人科目等履修生数
130人
公開講座等参加者数400
人
県内留学生数1,000人

（取組①）地域課題解決のための企画事業
大学コンソーシアム熊本が、地域のシンクタンクとしての取
組として、学生による地域課題解決のためのアイデアを募集
する。熊本地域の課題解決に取り組むことで、学生の課題把
握力、政策立案能力の修得・向上を図る。

（取組①の活動指標）
参加機関数　7機関

エントリー　5機関　34組（個人参加を含む）
最終提出　　5機関　22組（個人参加を含む）
11/15（土）に発表会（審査会）を開催

Ｂ

活動指標を下回る参加機関
数であったため
（１機関あたりの参加組
　数は昨年度を上回る）

（取組②）熊本の魅力度UP事業
第１期に行った、「環境整備活動」、「熊本を深く知るため
の企画事業（講演会）」を発展的に統合し、熊本の魅力度
（歴史・文化・環境）をUP（向上）させる事業として引き続
き実施する。熊本の地域を愛し、熊本に愛着が持てるよう
に、地域や加盟機関・諸団体とも連携を取りながら、複合的
な事業の実施も可能とする。

（取組②の活動指標）
実施事業数　3事業

3件実施
①「熊本県北『信仰と発酵にみる熟成』を知る」11/21　20名参加
②「地域課題をチャンスに変えるまちづくりワークショップ～主役
は私たち～」12/6　19名参加
③熊本城二の丸広場清掃　12/13　28名参加（うち事務局5）

Ａ
活動指標と同数の事業を実
施したため

（取組③）男女共同参画推進連携事業
第１期に引き続き、男女共同参画、ダイバーシティの推進、
ワークライフバランスの啓発等に資する事業を企画・実施す
る。

（取組③の活動指標）
実施回数　2回

3件実施
委員会
　6/24，2/4
勉強会
①「介護についての勉強会」9/9　17名参加
その他
②女性の管理職割合調査に関わる教職員数調べ
③男女共同参画の取組みに関する調査

Ａ
活動指標を上回る事業を実
施したため

（取組④）公開講座（キャンパスパレア）の開催
第１期に引き続き、熊本県生涯学習推進センターが主催し当
コンソが共催の、一般市民向けに開講している「くまもと県
民カレッジ『キャンパスパレア』」について、各高等教育機
関の特色を出したテーマの講座を開設する。

（取組④の活動指標）
講座開講数　13講座

14講座（13大学）開設13講座実施（1講座は都合により中止） Ａ
活動指標を上回る講座を開
講したため（実施は活動指
標と同数）

（取組⑤）留学生誘致のための取組み
熊本県外の日本語学校等で勉強している外国人留学生に対
し、熊本の大学で学ぶことの良さを知ってもらう。情報収集
を目的として、熊本県外の日本語学校の訪問や、外国人留学
生向けの進学説明会に参加する。また、ホームページやリー
フレットを活用した、多言語による情報発信を行う。

（取組⑤の活動指標）
事業数　3件

4件実施
①留学生向け進学説明会（福岡開催）出展
　　7/16　38名と面談
②オンラインによる進学相談会（コンソ主催）
　10/27　8名
　（日本語学校3校から留学生6名、教員2名）
③日本語学校訪問
　3/4,3/9
④ワンストップ窓口チラシ作成

Ａ
活動指標を上回る事業を
行ったため

（取組⑥）グローバル人材育成（外国人留学生、日本人学
生）のための取組み
グローバル人材育成のため、外国人留学生には、各種相談受
付、ワークショップの開催、熊本の歴史・文化を知るための
事業及び日本人学生との交流事業を、また、日本人学生には
留学生との交流を始めとした、海外のくに・地域を知り、海
外留学に繋がるような事業を行う。

（取組⑥の活動指標）
外国人留学生 参加 者数
80人

10件実施、留学生164名参加
　・留学生ウェルカムパーティー　5/31
　　（留学生46名、日本人学生36名、教職員その他16名）
　・楽しい書道♡　6/21
　　（留学生12名、日本人学生3名）
　・おてもやん総おどり　8/2
　　（留学生19名、日本人学生7名、教職員等18名）
　・スタディツアーin山鹿　10/4
　　（留学生26名、日本人学生9名）
　・スタディツアーin阿蘇　11/29
　　（留学生28名、日本人学生5名）
　・留学生のための就活準備講座　12/13
　　（留学生11名）
　・防災クッキング交流会　2/12
　　（留学生6名、日本人学生3名）
　・スタディツアー to 清和文楽 2/22
　　（留学生16名、日本人学生13名）
　・留学生アンケート実施
　・留学生就職状況調査
〔共催事業〕
・コラボカフェ（熊本市国際交流振興事業団主催）
　第１回　  4/19　モンゴル　　　23名参加
　第２回　  6/28　ブルガリア　　17名参加
　第３回　  7/26　ミャンマー　　18名参加
　第４回　　11/9　タンザニア　　17名参加
　第５回  　1/24　トーゴ　　　　16名参加

Ｓ
活動指標を大幅に上回る参
加者数（164名）があったた
め

Ａ

大学コンソーシアム熊本　中期計画の進捗状況（令和７年度分　評価）

３．地域社会の教育・文化の向上・発展

１．高等教育機関の教育・研究の充実

２．高等教育機関と自治体、産業団体と連携

Ａ

Ａ
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